


Wikiとかのまとめ。

MRI：magnetic resonance imaging, 核磁気共鳴画像法
原子核（Hの）には、そのスピンによって磁石の性質を持ったものが多数存在する。普段は全体として打ち消し合っているが、強い磁場をかけることで磁石的な性質がはっきりと表れるようになる。ここに特定周波数の電磁波を照射すると、共鳴を起こして運動を行う。放射をやめて運動が止まるまでの時間は組織（体液と臓器の水分など）によって異なるため、その違いを図に表すことで体内を見ることができる。ちなみにその共鳴現象を発見した人は2003年にノーベル賞を取っている。


PET：positron emission tomography　ポジトロン断層法
陽電子（電子と同じ質量で、電子と逆に正電荷をもつもの）を放出する放射性同位元素を化学物質と結合させて体内に入れる。それらの放射性同位元素の半減期は数分から2時間程度と短いため、PETを行う施設内で作る必要がある。体内に入った物質は、体内でβ崩壊（陽電子の放出）を行うが、放出された陽電子は体内の水分子の持つ電子とぶつかり、対消滅を起こす。そのときに、電子の静止質量と同じエネルギーの光子が二つ、たがいに反対の方向に放出される。この二つを検出し、体のどこから放出されたかを調べることで、体内に入れた物質がどこに分布しているのかを知ることができる。それにより、代謝が活発な位置や脳の血流の様子などがわかり、とくに、癌組織は代謝が極めて活発であるため、PETを用いることでその転移の程度などを調べることができる。


半導体：電気を通しそうで通さない少し通す物体。まあぶっちゃけwiki見てください。
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%8A%E5%B0%8E%E4%BD%93
金属では自由電子が電荷移動を担っているが、半導体では伝導電子と正孔が電荷移動を担う。この二つを合わせてキャリアという。正孔はホールとも言い、電子が入るべき穴である。電圧をかけると近くにある電子がそこに入り、正孔は移動する。そうやって電気が流れていくのである。伝導電子は、半導体中の共有結合で「あまった」電子と考えればわかりやすいかと思う。自由度はそんなに高くないので自由電子とは言わない。
半導体にはn型とp型がある。Nはnegativeで伝導電子をキャリアとし、Pはpositiveで正孔をキャリアとする。
通常、半導体は温度が上がると電気が通りやすくなる。普通の金属とは逆であるが、これは、伝導電子と正孔、それと半導体中の電子の移動度が温度上昇によって上がるからである。だから夏場はパソコンが熱暴走とかしてしまう。
半導体はSiやGeなどからなることが多い。そこに荷電子の多い原子や少ない原子を入れることで、半導体として機能しやすくなる。


シュレーディンガー方程式・エネルギー固有値：毒ガス室に猫入れるとかマジ鬼畜。
分子を全体で一つの箱として見て、その中で電子は波として存在する。そのエネルギーは軌道によって定まり、外部からエネルギーを受け取って軌道が変更する際に、エネルギーを光として吸収したり放出したりする。炎色反応などがその典型。
P.345のEnの式を覚えれば計算自体は終わる。定数等は与えられる。

ハミルトニアンの固有値：
シュレーディンガー方程式は、ミクロな粒子がどのあたりに存在している確率がどの程度か、を求めるためのもの。現実にたとえばβカロテン中の電子について考える時、半径1km以内のどこか、のような答えは論外である。βカロテン中に電子が存在する（βカロテンの範囲を出たときにその存在確率がゼロになる）ためには、そのエネルギーが特定の値を取るときだけになる。これをハミルトニアンの固有値という。

ハイゼンベルクの不確定性関係：
それまでの物理学的な常識では、方程式を解いた結果が「電子はきっとこのあたりに現れる確率が高い」という形はありえなかった。どこか一つに定まって欲しかった。これは厳密な測定ができていないからではないかとされたが、しかしながら、微視的な粒子の運動量を求めたりするときには、光子や周囲の電子などによってすら変化するのである。厳密な測定など根本的に不可能といえる。その誤差が必ず一定以上になるということを、ハイゼンベルクの不確定性関係という。



